
 

 

ダー会議で文化祭の進捗状況を確認し、ミドルリーダーが担当職員と随時ミーティングを重ね、悩

みの相談や助言を行った。職員室内では、文化祭に向けて頑張る子供の姿の共有、文化祭に向けた

打ち合わせなどを行う教職員の姿が見られ、徐々に協働する意識へと変化が見られた。 
（２）KASミーティング 

① KASミーティング（１on１ミーティング）に向けた研修と実施 
ミドルリーダーが教職員一人一人に関わり、エンゲージメントを高める KAS ミーティングを提
案した。ミドルリーダーからは、時間の確保と負担感の理由で、年度始めからの実施はできなかっ

た。しかし、夏季休業前に、教職員一人一人への関わりを大切にしようということになり、実施す

ることになった。そこで、KASミーティングのイメージ図とマニュアルを作成し、ミドルリーダー
会議への提案と研修を行った。最初のKASミーティングでは、人間関係づくりを目的とするため、
ミーティングの時間を 15 分程度とミドルリーダー同士で確認した。８月に部会リーダーがメンバ
ー一人一人と目標の共有を目的に一対一でミーティングを実施した。ミーティング実施後のミドル

リーダーのヒアリングから、「なかなか話す機会がない教職員と話すことができてよかった」、「新た

な発見があった」などのプラスの面があった。一方で、「一対一でのミーティングはハードルが高か

った」、「必要感のあるミーティングでなければ無駄な時間になってしまう」などの課題もあったが、

その後の KAS ミーティングは、休み時間などちょっとした時間を使い、ミドルリーダーによる進
捗状況の確認と取組で頑張っていることを称賛することに注力した。９月以降の部会において、今

まで発言が少なかった教職員も発言するようになった、という変化が見られた。 
５ 研究の成果と課題 

（１）成果 

学校組織にミドルリーダー会議を位置付け、ミドル・アップダウン・マネジメントを活用したこ

とで、ミドルリーダー同士の意思疎通が図られ、協働的な組織の素地を作ることができた。また、

ミドルリーダーが各部会のメンバーに目標や手立て、役割を周知したり、進捗状況を確認したりす

るなどの関わりを行ったことで、メンバーの協働的な取組への意識が高まり、教職員一人一人の学

校に対するエンゲージメントも徐々に向上してきた。 
（２）課題 

教職員一人一人の意識を変え、実践を通して実感をもたらすことは難しいことである。ミドルリ

ーダー会議の活用については、ミドルリーダーたちに戸惑いも見られた。実践を通して、ミドルリ

ーダー会議のメリットを感じたようである。このミドルリーダー会議を持続可能なものにしていく

ことが課題となる。また、KASミーティングについても同様で、教職員は初めてのものに対する嫌
悪感をもつ傾向にあった。ミーティングの手法を工夫し、教職員本人の納得感を得られるようにす

ることが大切となる。そこで、学校現場の実状に応じた手法の工夫が課題となった。 
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１ テーマ設定の理由 

 現任校の令和５年度のグランドデザインには、組織目標として「心と学びの『支えあい』が実感

できる教育活動の推進」が掲げられ、学校経営の重点の１つに「ピア・サポート活動の見直しによ

る学級・学校づくり」がある。ピア・サポート活動の目的は、人間関係づくりにあり、これを基盤

に学校・学級をつくり直そうとする学校の意図、ビジョンがある。そこで、ピア・サポート活動を

基盤として「心と学びの『支えあい』が実感できる教育活動の推進」をしていくための学校マネジ

メントを考えたい。ここでのマネジメントの視点として、ピア・サポート活動に対するカリキュラ

ム・マネジメント、組織マネジメント、評価マネジメントの構想を立てる。これら３つのマネジメ

ントを、ピア・サポート活動を基盤とした学校マネジメントの柱とし、人間関係づくりを育む学校

マネジメントを主題に設定した。 
２ 研究の視点 

（１）生徒同士、生徒と教職員、教職員同士の人間関係づくりの実態と課題を明らかにし、効果的

なピア・サポート活動の在り方を考察する。 
（２）ピア・サポート活動に対するカリキュラム・マネジメントや組織マネジメント、評価マネジ

メントを通して、人間関係づくりを育む学校マネジメントの在り方を究明する。 

３ 研究の内容 

（１）基本的な考え方 

 現任校ではピア・サポートを「同年代の仲間が他の仲間に耳を傾けたり、その人を支援したりす

るために学び、その学んだことを生かして実際に同年代の仲間を思いやりながら行動すること。」と

しており、このピア・サポートについて学習する場として、ピア・サポート研修が設定されている。

生徒会本部役員や学級委員、部活動の部長など学校や学級の中心的な存在の生徒を対象に実施され

てきたピア・サポート研修は、その後学級活動の中で実施されるようになり、全校生徒にピアサポ

ートを広める形になった。現任校におけるピア・サポート活動は、ピア・サポート研修を通じてピ

ア・サポートを学び、ピア・サポートの実現に向けた人間関係づくりのための教育活動として位置

付いている。 

（２）学校運営開発実習Ⅰの活動内容（管理職や教職員への聞き取り）から 
 学校長は、組織目標や学校経営の重点にピア・サポート活動を置くことで、学校全体で人間関係

の再構築を図るビジョンがある。他者の存在を意識し、他者と関わることを生徒同士、生徒と教職

員、教職員同士が実践し、「ひとりにしない、ひとりにさせない、ひとりにならない」学校を実現し

たいという意図がある。 
 ピア・サポート研修は、各学年で年間 7 回程度計画され、主に学級活動の時間で実施されている。

－　　－23



教員主導のピア・サポート研修から生徒主体でのピア・サポート研修となるよう、ピア・サポート

担当教員が中心となり企画・運営されている。 
 ピア・サポート活動に対する研究組織として授業実践研究部会、ピア・サポート研究部会、調査

研究・教育環境部会が置かれている。養護教諭や非常勤講師、事務職員といった教職員は研究部会

に所属していないものの、各々学校や生徒に対する見方や考え方があり、研究や組織の構成におけ

る重要性を感じた。 
 学びの「支えあい」の取り組みとして、全学級、全教科でグループ形態による学び合い中心の授

業改善を進めている。ピア・サポートを土台に「分からない」が言える環境の構築と「分からない」

から始まる学び合いの授業実践に取り組んでいる。 
（３）研究の構想 
①カリキュラム・マネジメント 
 ピア・サポート研修では、人間関係づくりに関する知識・技能の習得を中心に、日常でのピア・

サポートの実践に向けたトレーニングも行われる。学級活動におけるピア・サポート研修から、各

教科の授業の中でピア・サポートを生かしたり、ピア・サポートを育んだりすることができるよう、

教科等横断的な視点でピア・サポート活動をマネジメントしていく。 
②組織マネジメント 

  加藤は『セルフマネジメントと同僚関係の構築の概念〔Ⅰ〕』において「一人一人の教師を支える

マネジメントが必要であるし、それは教師の日常的な関係性を支えるものでもある。つまり、教師

集団の同僚性を支えるマネジメントである。」と述べており、現任校におけるピア・サポート活動は、

人間関係づくりという共通の目的のもと全教員で実践する共通の取り組みであり、同僚性を支える

マネジメントの基盤となるものと考える。そこで「ひとりにしない、ひとりにさせない、ひとりに

ならない」学校ビジョンのもと、ピア・サポート活動の研究組織の再編成をはじめとする組織マネ

ジメントによって、ピア・サポート活動を学校全体で推進していく。 
 ③評価マネジメント 

  ピア・サポート活動は、学校経営の重点であり、組織的に研究し、年間を通じ、全教員で検討事

項として話し合いが行われている学校の中心的な取り組みである。この実態を踏まえ、ピア・サポ

ート活動について話し合いのたびにその点検・評価の視点がはたらいていると考える。そこで、ピ

ア・サポート活動に対する研究部会や教科会での話し合い、その議事録を残すことなども評価マネ

ジメントにあてる。 
４ 研究の実際 

（１）学校マネジメントの計画・準備期 
①ピア・サポート活動とカリキュラム（カリキュラム・マネジメント） 
安藤は「『教育課程』と『カリキュラム』はもともとおなじ curriculum でありながら、次のよう

な含みがある点で異なっています。すなわち、『教育課程』は教育をする側にある教育計画全般を指

して教育内容の配列等の意味合いで使用されるのに対して、『カリキュラム』は子どもの側にある諸

活動の経験としての総体を指すという違いです。」と述べている。現任校ではピア・サポートの実践

に向けた事前学習として、ピア・サポート研修を実施している。ピア・サポート活動の見直しとは、

ピア・サポート研修をもとに、生徒が学校生活の大半を過ごす授業の中でもピア・サポートを実践
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教員主導のピア・サポート研修から生徒主体でのピア・サポート研修となるよう、ピア・サポート

担当教員が中心となり企画・運営されている。 
 ピア・サポート活動に対する研究組織として授業実践研究部会、ピア・サポート研究部会、調査

研究・教育環境部会が置かれている。養護教諭や非常勤講師、事務職員といった教職員は研究部会

に所属していないものの、各々学校や生徒に対する見方や考え方があり、研究や組織の構成におけ

る重要性を感じた。 
 学びの「支えあい」の取り組みとして、全学級、全教科でグループ形態による学び合い中心の授

業改善を進めている。ピア・サポートを土台に「分からない」が言える環境の構築と「分からない」

から始まる学び合いの授業実践に取り組んでいる。 
（３）研究の構想 
①カリキュラム・マネジメント 
 ピア・サポート研修では、人間関係づくりに関する知識・技能の習得を中心に、日常でのピア・

サポートの実践に向けたトレーニングも行われる。学級活動におけるピア・サポート研修から、各

教科の授業の中でピア・サポートを生かしたり、ピア・サポートを育んだりすることができるよう、

教科等横断的な視点でピア・サポート活動をマネジメントしていく。 
②組織マネジメント 

  加藤は『セルフマネジメントと同僚関係の構築の概念〔Ⅰ〕』において「一人一人の教師を支える

マネジメントが必要であるし、それは教師の日常的な関係性を支えるものでもある。つまり、教師

集団の同僚性を支えるマネジメントである。」と述べており、現任校におけるピア・サポート活動は、

人間関係づくりという共通の目的のもと全教員で実践する共通の取り組みであり、同僚性を支える

マネジメントの基盤となるものと考える。そこで「ひとりにしない、ひとりにさせない、ひとりに

ならない」学校ビジョンのもと、ピア・サポート活動の研究組織の再編成をはじめとする組織マネ

ジメントによって、ピア・サポート活動を学校全体で推進していく。 
 ③評価マネジメント 

  ピア・サポート活動は、学校経営の重点であり、組織的に研究し、年間を通じ、全教員で検討事

項として話し合いが行われている学校の中心的な取り組みである。この実態を踏まえ、ピア・サポ

ート活動について話し合いのたびにその点検・評価の視点がはたらいていると考える。そこで、ピ

ア・サポート活動に対する研究部会や教科会での話し合い、その議事録を残すことなども評価マネ

ジメントにあてる。 
４ 研究の実際 

（１）学校マネジメントの計画・準備期 
①ピア・サポート活動とカリキュラム（カリキュラム・マネジメント） 
安藤は「『教育課程』と『カリキュラム』はもともとおなじ curriculum でありながら、次のよう

な含みがある点で異なっています。すなわち、『教育課程』は教育をする側にある教育計画全般を指

して教育内容の配列等の意味合いで使用されるのに対して、『カリキュラム』は子どもの側にある諸

活動の経験としての総体を指すという違いです。」と述べている。現任校ではピア・サポートの実践

に向けた事前学習として、ピア・サポート研修を実施している。ピア・サポート活動の見直しとは、

ピア・サポート研修をもとに、生徒が学校生活の大半を過ごす授業の中でもピア・サポートを実践

し、ピア・サポート研修以外の場でも人間関係づくりを育む教育活動に取り組むことにあると考え

た。これらのことにより、「ピア・サポート活動」は子どもの側にある諸活動の経験としての総体「カ

リキュラム」であると認めることができ、その教育活動の質の向上を図るため、ピア・サポートを

教科等横断的な視点で実践する必要性が生じる【図１】。 
②ピア・サポート活動の人的体制の再編成（組織マネジメント） 
 既存の研究組織であるピア・サポート研

究部会、調査研究・教育環境部会において、

養護教諭２名をそれぞれ配置し、保健室経

営の視点や強みを取り入れる。これは「ひ

とりにしない、ひとりにさせない、ひとり

にならない」学校づくりをもとに、組織マ

ネジメントとして、全教員で人間関係づく

りを推進するための体制の構築を意図した。 
（３）学校マネジメントの評価期 
①ピア・サポートの視点の設定（評価マネジメント） 
 １学期の授業実践を経て、研究部会を設定する。授業実践研究部会では、授業におけるピア・サ

ポートの在り方について協議が行われた。そこで授業にピア・サポートを生かす「ピア・サポート

の視点」が提案される。ピア・サポートの視点として「視点①：分かったことを問い返す。分かっ

たことを伝える、聴く関係をつくる時間（ピア・タイム）をつくる。」「視点②：個人の分からなさ

に寄り添い、そこから学び合いを広げられるよう、分からなさを発した生徒を、学級全体の学びを

支えるピア・サポーターとう視点をもつ。」「視点③：自然発生的にピア・サポートをする、促すよ

うな課題を意図する。これには、試行錯誤の充実やアウトプットの充実との関連を図る。」「視点④：

教員は学びの停滞が起こっている生徒に対する支援だけでなく、グループの他の生徒にも支援しピ

ア・サポートの関係を促す。」の４つに整理し、資料にまとめる。 
（２）学校マネジメントの改善期 
①ピア・サポートの視点のブラッシュアップ（評価マネジメント） 
 授業実践研究部会の提案をまとめ、管理職に起案する。そして学校長によって、ピア・サポート

の４つの視点が「視点①：ピア・タイム」「視点②：ピア・サポーター」「視点③：ピア・タスク」

「視点④：ピア・アシスト」へと生まれ変わる。言葉のもつイメージからもピア・サポートの内容

を連想することができる表現となり、「ピア・サポートの視点」がブラッシュアップされた。このよ

う話し合いのたびに評価・点検の機能がはたらき、評価マネジメントを通して授業におけるピア・

サポートの在り方が改善に向かっていった。 
②ピア・サポート活動の見直しの本格化（組織マネジメント） 
 ピア・サポート活動の見直しの要点を、授業におけるピア・サポートに置き、組織として「全教

員で」見直しに取り組むため「ピア・サポートの視点」をもとにした授業を推進する。そのために

「ピア・サポートの視点」のイメージをアイコンで表現し、それぞれの視点のねらいや方法などを

分類・整理した資料を作成し、全教員に配付した【図２】。授業において、ピア・サポートの視点を

実践することで全教員がピア・サポート活動の見直しに関われるよう組織をマネジメントした。 

 

【図 1 カリキュラムとしてのピア・サポート活動】 
 

－　　－25



 

５ 研究の成果と考察 

（１）本研究では現任校のピア・サポート活動を、「子どもの側にある諸活動の経験としての総体」

カリキュラムとして捉えたことが効果的なピア・サポート活動につながったと考える。ピア・サポ

ートの実践に向けたピア・サポート研修に加え、学校生活の大半を過ごす授業の中でもピア・サポ

ートを生かし、育むことにより、ピア・サポート活動として学校全体にピア・サポートを浸透させ

ることができた。また、ピア・サポートの視点をもとに授業実践することで、教員全体でピア・サ

ポート活動に関わることができるようになった。このピア・サポートの視点は、「見直し」の具体化

として有効でありこの実践こそが、学校全体でピア・サポート活動を推進する上で効果的であった。 

（２）学校マネジメントには計画・準備期、実践期、評価期、改善期としてＰＤＣＡサイクルの様

相があった。各段階における学校マネジメントでは、構想した３つのマネジメントを組み合わせた

が、それらのマネジメントには役割として動力と調整があったように思う。各段階の起点となった

マネジメントの１つが動力原となり、他のマネジメントに影響を与え動かしていくと同時に、個人

や組織といった大きさや向きをマネジメントによって調整しながら、ＰＤＣＡの各段階を形成して

いる。人間関係づくりにおける学校の教育活動を多面的に捉えるアプローチが構想した３つのマネ

ジメントにあり、人間関係づくりを育む学校マネジメントはＰＤＣＡサイクルのような段階的で、

有機的なマネジメントを必要とすることが分かった。 

６ 今後の課題 

 現任校の特色であり伝統的とも言えるピア・サポート活動であるが、時代や社会、学校の変化や

要求により、その対応や内容も変化している。今回の研究の背景には、坂東市教育研究会指定研究

発表を見据えた、ピア・サポート活動の見直しがあり、学校のエンパワーメントとして十分に大き

かったように思う。これを機に、人間関係づくりを育む学校マネジメントを展開できたことも事実

である。このような大きなきっかけがなくとも、学校の中心的な教育活動であるピア・サポート活

動が機能し、人間関係づくりが育まれてくようマネジメントされる必要がある。 
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【図２ 「ピア・サポートの視点」の配付資料の一部】 
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